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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援のアプローチが異なるため、その子に応じたアプロー

チが出来るようにしていく。

2

子どもの発達ニーズに応じた活動内容を提供

子ども一人一人の発達や状態にあった支援が出来るように努

めるために、研修を実施する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方の要望や地域や学校から要望などあれば参加して

いきます。。

2

3

地域との交流機会が不足していること 地域の他のこどもと活動する機会の活動として提

供できていません。学校とも常に連携できていない

子どもの発達状態に応じた小集団もしくは1対1

での支援を行ない運動発達を促す

他のご利用様が要るときは集団を経験する場として、集団で

の一緒に遊びながら楽しく参加出来るようにサポートしま

す。

発達を促すといわれるブレインジムを応用した背中のマッ

サージや足裏マッサージや、体遊びを行うことで、自分の体

に気づく快適な体験を増やす

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

切れ目く継続して支援がおこなえる。 ・小学校に行かれ放課後ディサービスでも、慣れたス

タッフや活動が継続することで、環境の変化に

よる不安を解消できるようにしています。

○事業所名 　　　ユニコの森　児童発達サポートセンター　（放課後ディサービス）

○保護者評価実施期間
2024年　12　月　10　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024　年　12　月　2　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025　年　2　月　1　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


